
水
処
理
・
土
壌
浄
化

広がる水の再生利用

土地開発でのリスク管理として
土壌汚染対策が行われている

進
化
す
る
土
壌
浄
化
技
術

国
際
規
格
を
策
定
へ

　
目
に
見
え
な
い
汚
染
を
防
ぐ
―
。
土
壌
汚
染
は
工
場
な
ど
で
重
金
属
や
揮
発
性
有
機

化
合
物

Ｖ
Ｏ
Ｃ

の
漏
出
や
排
水
が
地
下
に
浸
透
す
る
こ
と
で
発
生
し
、
周
辺
環
境

や
人
へ
の
直
接
・
間
接
の
影
響
を
及
ぼ
す
。
国
内
で
は
法
規
制
の
強
化
が
進
み
、
企
業

間
で
意
識
が
広
が
っ
た
。
土
壌
浄
化
事
業
を
手
が
け
る
企
業
は
、
処
理
方
法
の
拡
充
な

ど
技
術
革
新
に
取
り
組
み
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。
日
本
で
の
蓄
積
を
踏
ま

え
、
海
外
市
場
の
開
拓
に
注
力
す
る
事
例
も
あ
り
、
日
本
の
環
境
技
術
が
世
界
に
広
が

っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

活躍の舞台海外へ蓄積した日本のノウハウ

　
人
口
増
加
や
環
境
汚
染
な
ど
を
背
景
に
国
内
外
で
水
を
再
生
利
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
国
際
標
準
化
機

構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

は
水
の
再
利
用
に
関
す
る
国
際
規
格
を
策
定
す
る
た
め
専
門
委
員
会
を
設
置
し
、
幹
事
国
に
日
本
と

中
国
を
選
ん
だ
。
明
電
舎
は
オ
イ
ル
サ
ン
ド
の
採
掘
現
場
で
大
量
に
発
生
す
る
排
水
の
処
理
に
使
う
水
処
理
膜
事
業

に
参
入
。
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
は
工
場
排
水
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
水
処
理
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

日
本
の
技
術
世
界
を
主
導

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ７月３０日 火曜日 　　

　
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
シ
ス
テ
ム

東
京
都
千
代
田
区

は
、

土
壌
浄
化
に
取
り
組
ん
で
約

年
の
実
績
を
持
つ
。
国
内

最
大
級
の
土
壌
浄
化
プ
ラ
ン

ト
で
あ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
花

岡

秋
田
県
大
館
市

を
構

え
、
事
業
を
展
開
。
エ
コ
シ

ス
テ
ム
花
岡
は
以
前
、
鉱
石

か
ら
有
用
金
属
を
濃
縮
す
る

選
鉱
を
行
う
工
場
だ
っ
た
。

長
年
培
っ
て
き
た
選
鉱
技
術

を
土
壌
浄
化
に
応
用
。
調
査

か
ら
処
理
ま
で
の
一
貫
し
た

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

課
題
解

決

を
提
供
し
て
い
る
。

　
民
間
企
業
に
よ
る
土
壌
汚

染
対
策
に
影
響
す
る
の
が
法

施
行
と
い
わ
れ
る
。
２
０
０

３
年
に
土
壌
汚
染
対
策
法

土
対
法

が
施
行
。
調
査

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と

で
、
調
査
依
頼
が
急
増
し

た
。

年
に
は
改
正
土
壌
汚

染
対
策
法

改
正
土
対
法

が
施
行
。
調
査
契
機
が
広
が

り
、
件
数
が
増
え
た
と
い

う
。
同
社
で
は
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
オ
ン
サ

イ
ト
工
事
の
充
実
を
推
進
。

土
壌
浄
化
用
鉄
く
ず
を
独
自

に
開
発
し
、
浄
化
精
度
の
高

い
工
事
施
工
を
可
能
に
す
る

な
ど
、
技
術
を
高
度
化
し
て

い
っ
た
。

　
国
内
で
実
績
を
積
み
上
げ

る
中
、
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
シ
ス

テ
ム
の
尚
原
勝
広
取
締
役
ジ

オ
テ
ッ
ク
事
業
部
長
は
「
国

内
は
減
耗
市
場
で
成
熟
期
」

と
指
摘
す
る
。
事
業
成
長
に

向
け
て
注
力
す
る
の
が
海
外

市
場
の
開
拓
。
狙
う
の
は
法

制
化
の
進
む
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ

ッ
ト
だ
。

　
中
国
、
台
湾
、
タ
イ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
土
壌
浄
化
の

事
業
拠
点
を
構
え
る
。
台
湾

で
は
既
に
法
律
化
さ
れ
て
い

る
。
タ
イ
で
も
法
規
制
の
動

き
が
進
み
、
年
内
に
も
公
布

さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
ほ

か
、
中
国
は

年
を
め
ど
に

日
本
の
土
対
法
に
相
当
す
る

法
規
制
を
行
う
計
画
だ
。

　
進
出
日
系
企
業
を
対
象

に
、
日
本
で
培
っ
た
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
。
市
場
成
長
の

ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
、
現
地

で
の
事
業
を
拡
大
さ
せ
て
い

く
考
え
だ
。
若
手
社
員
の
短

期
海
外
研
修
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
人
材
の
育
成
に
も

注
力
。
海
外
で
の
事
業
拡
大

を
推
進
す
る
。

　
土
壌
汚
染
の
対
策
は
新
興

国
で
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
は
日
本
の
技
術
が
活
躍

す
る
舞
台
と
も
い
え
る
。
先

行
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
で
、
技
術
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
蓄
積
。
ま
た
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
き
た
こ
と
で
、

提
供
で
き
る
技
術
の
幅
も
広

が
っ
て
い
る
。
日
本
の
環
境

技
術
が
ま
た
一
つ
、
地
球
環

境
の
保
護
に
貢
献
し
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。

　
日
本
は
イ
ス
ラ
エ
ル
や
中

国
と
共
同
で
水
の
再
利
用
に

関
す
る
国
際
規
格
の
策
定
を

提
案
し
、
６
月
に
専
門
委
員

会
の
設
置
が
決
ま
っ
た
。
日

本
が
水
分
野
で
幹
事
国
を
担

う
の
は
初
め
て
で
、
再
生
水

利
用
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
リ

ス
ク
と
性
能
の
評
価
に
つ
い

て
規
格
づ
く
り
を
主
導
。
早

け
れ
ば
２
０
１
６
年
に
も
規

格
を
発
行
す
る
。

　
下
水
の
再
生
利
用
で
は
生

物
処
理
と
膜
濾
過
を
組
み
合

わ
せ
た
膜
分
離
活
性
汚
泥
法

Ｍ
Ｂ
Ｒ

を
採
用
し
た
水

処
理
シ
ス
テ
ム
の
需
要
が
伸

び
て
い
る
。
標
準
化
作
業
で

は
水
処
理
膜
の
性
能
を
左
右

す
る
穴
の
大
き
さ
の
計
り
方

や
、
水
処
理
シ
ス
テ
ム
で
消

費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
測
定

方
法
な
ど
で
基
準
を
策
定
。

日
本
が
高
い
技
術
力
を
持
つ

再
生
水
技
術
で
規
格
作
り
を

主
導
し
、
客
観
的
な
評
価
基

準
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、
日

本
企
業
の
国
際
競
争
力
を
世

界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
日
本
の
技
術
力
を
生
か
し

た
開
発
も
進
む
。
明
電
舎
は

米
国
や
カ
ナ
ダ
の
研
究
機

関
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
メ

ー
カ
ー
と
共
同
で
、
排
水
を

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
水
処
理
膜

で
濾
過
し
て
再
利
用
す
る
実

証
試
験
を
始
め
た
。
粘
度
の

高
い
油
を
含
む
砂
の
層
か
ら

原
油
を
生
産
す
る
オ
イ
ル
サ

ン
ド
開
発
は
、
在
来
型
石
油

資
源
の
代
替
と
し
て
期
待
さ

れ
開
発
が
進
む
一
方
、
排
水

に
よ
る
環
境
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

年
に
も
同
膜

の
販
売
に
乗
り
出
す
ほ
か
、

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
開
発
で
発
生

す
る
排
水
の
再
生
利
用
向
け

に
も
用
途
開
発
を
目
指
す
。

　
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
は
水
処
理

膜
や
グ
ル
ー
プ
の
水
処
理
技

術
、
業
務
提
携
し
た
三
浦
工

業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
、

工
場
排
水
を
再
生
利
用
す
る

シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
。
水

の
再
利
用
や
水
処
理
設
備
の

運
転
管
理
費
の
抑
制
な
ど
に

よ
り
、
調
達
、
浄
化
、
下
水

設
備
の
利
用
な
ど
に
か
か
る

費
用
負
担
の
軽
減
を
目
指

す
。
合
わ
せ
て
運
転
管
理
を

含
め
た
水
処
理
サ
ー
ビ
ス
を

確
立
し
、
化
学
や
食
品
業
界

向
け
に
提
案
。
国
内
で
実
績

を
重
ね
、

年
度
か
ら
ア
ジ

ア
市
場
へ
の
展
開
も
視
野
に

入
れ
る
。

　
オ
ル
ガ
ノ
は
排
水
処
理
事

業
を
総
合
的
に
手
が
け
る
専

門
部
署
を
新
設
。
医
薬
や
食

品
な
ど
産
業
ご
と
に
分
散
し

て
い
た
技
術
を
集
約
し
、
工

業
排
水
の
再
生
利
用
や
排
水

か
ら
有
価
物
を
回
収
す
る
技

術
な
ど
を
戦
略
的
に
展
開
す

る
。
２
月
に
同
社
従
来
装
置

に
よ
る
好
気
性
生
物
処
理
と

比
べ
排
水
処
理
速
度
を

倍

以
上
に
高
め
た
嫌
気
性
生
物

処
理
装
置
を
投
入
。
発
電
設

備
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

メ
タ
ン
ガ
ス
を
活
用
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
も
可
能
で
、

運
用
コ
ス
ト
を
削
減
で
き

る
。
排
水
の
二
次
利
用
に
よ

り
付
加
価
値
を
高
め
た
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
、
国

内
外
で
拡
大
す
る
水
の
再
利

用
需
要
を
取
り
込
む
。


